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て，異常波出現前後の背景脳波，および異常波の周波数変化を調べ，さらに Kullback-Leibler 情報量 (K- L 情報




対象はてんかん患者 9 名(男性 2 名，女性 7 名， 15-45歳，平均年齢27.4歳)で，安静覚醒開眼時に広範囲に出現
する 2 - 5 秒間のてんかん性異常波，およびその直前30秒間，異常波終了直後 5 秒間の主として α波で占められる背
景脳波について検討した。脳波記録は10-20法に基づき，両耳宗連結を基準電極として導出し， 10msec のサンプリ
ング間隔でAD変換したデータを，光磁気ディスクに記録した。いずれの患者においても主な異常波は疎徐波複合で，
前頭部で最大振幅を示したので， F 3 と F 4 について各々 2 区間の検討を行った。
2) 脳波の非定常解析
異常波出現直前の背景脳波30秒間を各 5 秒間の 6 区間に分割し，各区間について，ガウス型ウェーブレットを基本
ウェープレットとしたウェーブレット変換を行った。これにより， 2.5-20Hz の範囲における31個の瞬時パワースペ
















異常波出現直前30秒間の K-L情報量， ANNの出力値について，各 5 秒間の区間ごとに平均値を求めた。これら
6 区間の時間的変化を知るために，一元配置分散分析および傾向検定を行った。
<成績>
異常波出現直前30秒間における K-L情報量， ANN出力値の区間平均値の時間経過はいずれも 6 区間の間で有意
差があり， (K-L 情報量: F (5 ,210) =2.30, p<0.05; 異常波出力値: F (5 ,210) = 2.48, p<0.05; 背景脳波出
力値: F (5 ,210) =2 .41, p<0.05)，多重比較でK ーし情報量， ANN ともに 6 区間目が 1 - 2 区間目と比較して
有意な差がみられ (p<O.O l)， A N Nではさらに 4 区間目が 1 区間目と比較し，有意な差がみられた (p<0.01)。さ
らに傾向検定を行ったところ，異常波に近づくにつれて， K-L情報量， ANNの背景脳波出力値は有意に減少し，
ANNの異常波類似を示す出力値は有意に増加した (K- L情報量: F (1, 210) =7 .18, p<0.01 ;異常波出力値:









てんかん患者 9 名の安静覚醒開眼時に広範囲に出現する 2 -5 秒間のてんかん性異常波，およびその直前30秒間，
異常波終了直後 5 秒間の背景脳波についてウェーブレット解析を行い，さらに Kullback-Leibler 情報量および人工
ニューラルネットワークを用いて，異常波と背景脳波とのパワースペクトルの類似度を求めた。その結果，てんかん
性異常波出現直前の背景脳波では，異常波出現に近づくに従い，異常波と類似性の高い脳波活動がより多くみられた。
以上より，背景脳波から異常波への移行では，興奮性過程と抑制性過程の不均衡が生じ，さらに興奮性と抑制性のバ
ランスの不安定な時期を経て起こることが示唆された。
これらの知見は，てんかん性異常波の出現機構を理解する上で重要であり，学位に値するものと考えられる o
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